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破堤 はてい

一度洪水が起きると川はその表
情を一変させ、すべてのものを呑み
込み押し流そうとします。昭和34
年、伊勢湾台風にともなう洪水に
より破堤した蛇砂川。

川あそび
かつて身近な川は子どもたちの
絶好の遊び場でした。遊ぶことで
川の面白さや怖さを自然と学んで
いました。

生きもののすみか
水域と陸域の両方の環境をあわ
せもつ川には多様な生きものが生
息しています。

月の輪工 つきのわこう

水防工法のひとつで、河川の水位
が上がり堤防から水が湧き出してき
たときに行います。

水が湧き出すことを放置すると堤
防の崩壊につながる事があります。

聖牛工 せいぎゅうこう

日本の伝統的な河川工法です。
川を力で押さえ込むのではなく川
とうまく付き合っていこうとした
先人の知恵がうかがえます。
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